










再会まであと何歩？







　ロガーヴィア公国の街道を、黒い外套に身を包んだ女性が歩いている。

　たった１人で人目を忍ぶように進むその姿はいかにも訳ありで、また無防備に見えた。

　それを遠くから眺めるガラの悪い男達がいた。




「お頭、獲物が来ましたぜ」

「へへ、ついてるぜ、女だな」




　彼らは魔王軍との戦いで治安の悪化したロガーヴィアに集まった盗賊の一団。

　魔王軍の敗残兵や脱走兵を仲間に引き込み、諸国を荒らし回る悪党だった。

　旅の女性が近づいてきたのを見て、茂みに隠れる盗賊達は舌なめずりをする。




「よし、かかれ！」




　盗賊達は剣や槍を振り上げ襲いかかった。

　だが盗賊が飛び出した瞬間、女性の黒い外套がはためいた。

　外套から飛び出した２振りの白刃がきらめき、先陣を切った盗賊達の身体が血飛沫をあげて倒れる。




「悪いけど、私今機嫌が悪いのよ」




　荒れ狂う竜巻のような激しさで、黒い外套の女性……リットは両手のショーテルを振るう。

　逃げる間もなく盗賊達は１人残らず斬り倒されていった。

　屍山血河の上に立ち、リットは剣に着いた血を拭き取ると勝利の余韻もなく剣を鞘に収める。

　気持ちは晴れないまま、リットは街道を１人進んでいった。

　ロガーヴィアの冷たい風が吹く。

　リットは首のバンダナで口を覆った。リットの脳裏にこれまでのことが浮かぶ。




『英雄リットこそロガーヴィアの女王にふさわしい』




　勇者ルーティと共にロガーヴィアを救った英雄リット。

　魔王軍を退けた後は、国土復興のために自ら指揮を執って走り回り、必要なら労働者に混じって汗も流す。

　美しい容姿に英雄にふさわしい実力。

　彼女と比べれば弟のイアン王子が凡庸に見てしまうのも仕方のないことだった。

　もはや人々は、王やリット自身の意思すら関係なく英雄リットが国を導いてくれることを望んでしまったのだった。

　だからリットは命を賭けて守った故国からたった１人で出ていくことにした。




（私の加護じゃ民衆を導く王にはなれない、それは私自身が分かっている。弟が王になるのが一番なのよ……だけど）




　リットは、権力など興味がないとうそぶいた表情の奥で、実行するはずのない小さなでも邪な考えを夢想する。




（ギデオンが王になってくれるのなら）




　それはありえない未来だ。

　だからリットは気軽にその未来を夢想することができる。




（ギデオンならきっと良い王になる。私の隣にギデオンがいて、一緒に国を治め発展させる……なんて素敵な未来なんだろう）




　厳しい表情をしていたリットの顔に少しだけ笑みが浮かんだ。




　　　　☆☆




　辺境ゾルタンの冒険者ギルド。




「おはようメグリア」

「おはようございますリットさん！」




　私が声をかけると、冒険者ギルドの受付であるメグリアははずんだ声でそう言った。




「今日はどのようなご用件ですか？」

「いつもと同じ、何か面白そうな依頼はない？」

「そうですね、英雄リットに見合うような依頼は……」




　メグリアは依頼書の束をめくってブツブツ呟いている。

　私は椅子に座って、壁に貼られた依頼書を眺めた。

　あれは一般冒険者向けの突発依頼で、私にとってやりがいのありそうな仕事はないだろう。

　ただ暇だから眺めているだけだ。

　最近の私はいつもこんな感じだった。




　ロガーヴィアを出た私は、各地を転々とした末にこのゾルタンに落ち着いた。

　英雄として色々背負って戦ったことを後悔しているわけではないのだけれど……王宮を抜け出し、ただの冒険者として自由気ままに冒険していた頃のような、そんな気分に戻りたかったのだ。

　ゾルタンではパーティーも組まず、ソロで活動する。

　ロガーヴィアでＡランク冒険者だった私が、このゾルタンではＢランクなのもパーティーを組まないからだ。

　『戦士』と『魔法使い』のように、加護は他の加護と組み合わせることでより強くなるというのは常識だ。

　私もパーティーを組んだほうが効率よく、そして安全に戦えることはよく分かっている。

　でも私はそうしなかった、そういう気分だから、それだけの理由で。

　……まぁ、ゾルタンの冒険者では誰と組んでもＡランクパーティー相応の戦力にはならないかもしれないが。




「そういえば」




　メグリアは依頼書の束から何枚かピックアップした依頼を私に渡しながら言った。




「新しい人がギルドに入ってきたんですよ」

「新しい人？」

「はい、レッドさんという方で、面白い人ですよ」

「へぇ、強いの？」

「自己申告では薬草を集めるのがせいぜいの素人だそうです、装備も銅の剣でした」

「よくいる駆け出しの冒険者じゃない」

「そうなんですけど、冒険者になった理由が面白くて」




　メグリアは楽しそうに笑った。

　その笑顔に悪意はない。レッドという男には沢山の冒険者を袖にしてきたメグリアの心に響く何かがあったようだ。

　私は少しだけ、ほんの少しだけそのレッドという男に興味が湧いた。




「その理由って？」




　私はそう尋ねる。




「薬屋を始めたいだそうです」

「薬屋？」

「俺は戦いには向いていないからお店を建ててのんびりやりたいと。依頼も薬草採取だけやるから、気を使わなくてもいいと言っていました」

「へぇ……」




　レッドという名は私の頭の片隅に記憶された。

　だけどその時は、それ以上レッドのことを調べたりはしなかったのだ。




　　　　☆☆




　ゾルタンの砂浜が氷で覆われていた。




「シュルル!!」




　海から冷気のブレスを吐き出したのは、蛇のような４首と巨大なワニのような身体を持つアイスヒドラだった。




「縄張り争いに負けて住処を探しているヒドラってところかしらね」




　私はショーテルを身体の前で交差させ走る。

　ヒドラは再びブレスを吐こうと、息を吸い込み身体をふくらませた。

　４つの鎌首が私へと向けられ、真っ赤な口が開かれる。




「火の精霊よ、導きの灯火よ、我が剣に宿りて、闇を裂け！」




　護拳に指を引っ掛け、剣を保持したまま組める簡単な魔法の印。

　精霊の力を感じ、私は吐き出されたブレスをめがけ真っ直ぐに走る。




「はぁぁっ!!」




　両手の剣を一振り。

　炎がほとばしり吐き出された冷気のブレスが掻き消えた。




「シュ!?」




　驚き戸惑うヒドラへ、私は砂浜から海へと跳んだ。

　そのままの勢いで２つの首を斬り落とす。傷跡は剣をまとう火の精霊によって焼かれ、ヒドラの持つ無類の再生能力を無効化する。

　あとは接近戦だ。

　２つの首を振り回し、必死に暴れるヒドラの上で私は何度も剣を振るう。

　やがて海を赤く染めて、ヒドラは動かなくなった。




「ふぅ」




　砂浜に着地すると、私は息を吐いた。

　酷使した身体が少し熱を持っている。

　南洋からやってきただけあって、あのヒドラは滅多に見ないレベルだった。

　久しぶりに全力で暴れられたな……今夜はよく眠れそうだ。




「おい、これはどういうことだ」




　声がした。

　視線を向けると、アルベールのパーティーがこちらに歩いてくるのが見えた。




「英雄リットか」




　アルベールとはギルドで何度か話したことがあるが……それだけの間柄だ。

　私は小さくうなずき、「ええ」とだけ言った。




「ま、まさか１人でヒドラを倒したの!?」




　アルベールの隣りにいた女性の『僧侶』が声を上げた。

　その浮ついた声に、アルベールは眉をひそめる。

　同じＢランク冒険者の態度ではないとでも言いたいのだろう。




「あなた達もヒドラ退治の依頼を？」




　私の質問にアルベールは頷いた。




「ああ、議会から依頼があってね」

「それは悪かったわね、私はこの近くの漁師から依頼を受けてたの」

「漁師？　では報酬は……」




　アルベールは言いよどんだ。

　確かに私が請けた依頼の報酬は、漁師個人が出せる額としては精一杯のものだが、議会が出すＢランク相応の報酬に比べたら少ない。

　だが、私はこのゾルタンでのやりがいのために冒険者を続けているのだ。




「……ちっ」




　アルベールの仲間の『盗賊』が舌打ちした。

　報酬が低くても困難な内容なら仕事を請ける私を庶民が支持して、報酬を積めば確実に依頼をこなすアルベールを上流階級が支持している。

　狙ったわけじゃないのだが、こういう構図を作ってしまったことは私も少し反省している。

　責任のない自由気ままな冒険者をやっていたつもりなのに、ままならないものだ。




「なぁ英雄リット」




　アルベールがぼそりとつぶやいた。




「強いというのはどんな気分なんだ？」




　思いがけない言葉だった。

　しかし。




「いや、なんでもない、忘れてくれ」




　アルベールは首を振ると、いつもの傲慢な顔で仲間とともに去っていった。

　ゾルタンで英雄ともてはやされるアルベールにもきっと悩みがあるのだろう。

　だが私にはそれが何なのか分からない。

　私の加護は、『スピリットスカウト』。

　精霊の力を扱う斥候という役割を与えられたこの加護は、共同体を守りたいという衝動と、自由でありたいという衝動を与える。

　アルベールの加護がなんなのかは知らないが、少なくとも私と同じ加護ではないことは分かる。

　違う加護を持つ者同士では本質的な価値観を共有することはできない。




「でもあの人なら……ギデオンならどう答えたのかな」




　　　　☆☆




　季節は変わり夏になり、私は変わらずゾルタンで冒険者を続けていた。

　オーガに率いられたゴブリン達を討伐し、私は報告のためギルドへ向かう。




「あ、リットさん！」




　いつものようにメグリアが私を出迎えた。

　だが、その姿はいつも違っていた。




「礼服？」

「すみません、これからレッドさんの新築祝いパーティーがありまして」

「レッドっていうと、前にあなたが話してくれた薬屋を目指してた冒険者の？」

「はい、そのレッドさんです」




　どうやらレッドという冒険者はお店を建てる夢を叶えたらしい。




「あ、でも、まだ少し時間がありますので、リットさんのご用命は終わらせますよ」

「ありがと、依頼達成の報告なんだけど大丈夫？」

「はい！　いつも確実な依頼達成ありがとうございます！」




　私はできるだけ簡潔に報告を行った。

　メグリアも手慣れたもので、テキパキと報告書を作成していく。

　最後に私が報酬を受け取り、時間に余裕を持って終わらせた。




「じゃ、そこに座って」

「は、はい」




　メグリアがギルドを出るまでのまだ少し時間があったので、私は日頃のお礼とちょっとの暇つぶしも兼ねて、メグリアの髪をセットしてあげることにした。

　王宮のスタイリスト達を間近で見てきたお姫様という肩書きは伊達ではないのだ。




「す、すみません、私なんかに」

「いいの、いいの、他人の髪を無責任にいじるの楽しいわよ」

「無責任にですか!?」




　最初は恐縮して顔を赤くしていたメグリアも、笑って肩の力が抜けたようだ。

　私は世間話をしながらメグリアの髪を編んでいく。




「そういえばそのレッドって、どんなやつなの？」

「優しい方ですよ、人当たりも良くて下町の人達からの評判も上々です。でもたぶん訳ありなんじゃないかって思います。どこか表情に影があって……」

「訳ありねぇ」

「ゾルタンでは珍しくないですから。レッドさんも、実はすっごく強いんじゃないのかって、私疑っているんです」

「へぇ、そういう言い方されると興味湧くじゃない。もっと詳しく聞かせてよ」

「いいですよ！　まずはですね、タンタ君の白眼病事件に奇妙な点が……」




　メグリアはレッドについて推理も交えて色々聞かせてくれた。

　始めは、もしかしてメグリアはレッドに気があるのではなど邪推して微笑ましく聞いていたのだが……。




「結構上品なところもあるんですよ、もしかしたら騎士とかだったのかも！」

「……そう」




　メグリアの髪のセットを終える頃には、私は動揺を隠すのが難しくなっていた。




　　　　☆☆




　それから半月後。

　外は雨だった。

　明日にしようという声が、私の心の中でささやく。

　煩い！

　私は黒いコートを羽織って外へ出た。

　私はゾルタンで冒険者としての名前を変えたりしていないし、隠れてもいなかった。

　もしレッドの正体がギデオンだとしたら、ギデオンは私がゾルタンにいるのを分かっていながら私のところに来なかったのだ。

　それはつまり、ギデオンは私に会いたくないということではないか？

　もしそうなら私の心は張り裂けてしまうだろう。




「うー!!」




　私はお姫様らしくない唸り声を上げた。




「煩い！　煩い！　確かに今のギデオンのことは分からないわ！　でも私は、私のことを仲間だと言ってくれた、あの瞬間のギデオンを信じるって決めたの！」




　誰もいない雨の中で私は私の弱気にそう叫ぶ。

　それからは黙って歩いた。

　心臓が早鐘のように鼓動し、お腹はキリキリと痛い。

　でも、お店が近づいてくるにつれて別の感情が私の胸に湧き上がってきた。

　もうすぐギデオンに会えるんだ！
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